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正しく動き、美しくつながり、強く創り出す「未来を生き抜く力」を育成する学校 
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むし歯を防ごう～ぶくぶく BOOKタイム開始～ 
 フッ素を含んだ水でうがいをすることでむし

歯を予防する、フッ化物洗口活動が今年も始ま

りました。毎週水曜日の、朝の常時活動です。ぶ

くぶくしたあと、BOOK（本）を読むので、名付

けて「ぶくぶく BOOK タイム」。よく考えられ

たネーミングです。 

 しかし、準備は大変。前日、正確な分量で作成

したフッ化物洗口液を、当日朝から学級ごとに

分けます。そしてそれを各児童に分け入れるた

めの紙コップや、吐き出した液を吸い取るティ

ッシュ、ゴミ袋等も、学級ごとに用意するので

す。担任や養護教諭、用務員、教育支援員、スク

ールサポートスタッフなど、職員総出で行う準

備作業になります。当日の活動は 8時 10分に

始めますから、もう、てんてこまいです。 

そんな事前の大変さなどつゆ知らず、子ども

たちは、手順や時間を指示する動画を見ながらぶくぶくぶく…。中には、吐き出した液か

ら歯磨きせずに登校したことが分かる子どももいます。これではフッ素の効果も半減です。 

活動を終えた子どもたちは、洗口液の味を様々に批評しながら、素早く片付けすぐ読書。 

シーンと静かに本を読む子どもたちを見ながら、嵐のあとの静けさとはまさにこのこと

だと思いました。 

外国人への敷居を下げる 
～長崎外語大留学生との交流会～ 

 タレントの出川哲朗さんが、持ち前のコミュ

ニケーション力を生かしながら、わずかな英単

語とジェスチャーを駆使し、見事に外国人と意

思を通じ合わせる TV 番組が私は大好きなの

ですが、同じようなやり取りが、本校でも行わ

れました。恒例の、外大留学生との交流会です。 

学校で学んだ英語が、知らない外国人にも通

じたという経験は、きっと外国人と接するとき

の敷居を下げてくれるに違いありません。英語の学習にも、きっと磨きがかかります。 


